
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Gowin I3C SDR クイックスタート 

  

 

 

IPUG659-1.1J, 2018-10-25 

 
 



 

 

著作権について（2018） 

 

著作権に関する全ての権利は、Guangdong Gowin Semiconductor Corporationに留保

されています。 

何れの団体及び個人も、当社の書面による許可を得ず、本文書の内容の一部もしくは全部

を、いかなる視聴覚的、電子的、機械的、複写、録音等の手段によりもしくは形式により、

伝搬又は複製をしてはなりません。 

免責事項 

「GOWINSEMI®」、「LittleBee®」、「Arora™」、及び GOWINSEMIのロゴは、当社により、中国、

米国特許商標庁、及びその他の国において登録されています。商標又はサービスマークと

して特定されたその他全ての文字やロゴは、www.gowinsemi.com.cnにおいて記載されてい

るそれぞれの権利者に帰属しています。当社は、GOWINSEMI Terms and Conditions of Sale

（GOWINSEMI取引条件）に規定されている内容を除き、（明示的か又は黙示的かに拘わらず）

いかなる保証もせず、また、知的財産権や材料の使用によりあなたのハードウェア、ソフ

トウェア、データ、又は財産が被った損害についても責任を負いません。本文書における

全ての情報は、予備的情報として取り扱われなければなりません。当社は、事前の通知な

く、いつでも本文書の内容を変更することができます。本文書を参照する何れの団体及び

個人も、最新の文書やエラッタ（不具合情報）については、当社に問い合わせる必要があ

ります。 



 

 

バージョン履歴 

日付 バージョン 説明 

2018/01/29 1.0J 初版。 

2018/10/25 1.1J IDEのバージョン情報などを変更。 



 目次 

 

IPUG659-1.1J i 

 

目次 

目次 .............................................................................................................................. i 

図一覧 .......................................................................................................................... ii 

表一覧 .......................................................................................................................... 1 

1 I3C SDR 開発ボードの紹介 ...................................................................................... 2 

1.1 I3C SDRの関連部品 ............................................................................................................... 2 

1.2 開発ボードの相互接続 ........................................................................................................... 3 

2 I3C SDR 通信実験の例 ............................................................................................. 5 

2.1 ルーチン紹介 ......................................................................................................................... 5 

2.2 通信実験 ................................................................................................................................ 5 

3 I3C SDR の応用法紹介 ............................................................................................. 7 

3.1 IPのインスタンス化、構成、および接続 ................................................................................ 7 

3.2 I3C SDR IPの制御と使用 ..................................................................................................... 10 

3.2.1 プロジェクトのmodule紹介 ............................................................................................. 10 

3.2.2 Masterプロジェクトの Top Module紹介 ........................................................................... 11 

3.2.3 Slaveプロジェクトの Top Module紹介 ............................................................................. 11 

3.2.4 制約ファイルの紹介 .......................................................................................................... 12 

3.2.5 プロジェクトの合成とダウンロード.................................................................................. 12 



 図一覧 

 

IPUG659-1.1J ii 

 

図一覧 

図 1-1開発ボード ..........................................................................................................................2 

図 1-2 2ボード相互接続の電気回路図 ...........................................................................................3 

図 1-3開発ボードの物理的相互接続 ..............................................................................................4 

図 2-1 I3C SDRの書き込み/読み出し操作の結果 ...........................................................................6 

図 3-1プロジェクトの新規作成 .....................................................................................................7 

図 3-2 Select Device ......................................................................................................................8 

図 3-3 IP Core Generator ...............................................................................................................8 

図 3-4 I3C SDRモジュールの構成インターフェース .....................................................................9 

図 3-5 slaveプロジェクトの説明図................................................................................................10 



1I3C SDR開発ボードの紹介 1.1I3C SDRの関連部品 

 

IPUG659-1.1J 1(12) 

 

表一覧 

表 1-1 I3C SDR BUS用のGPIO ....................................................................................................4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1I3C SDR開発ボードの紹介 1.1I3C SDRの関連部品 

 

IPUG659-1.1J 2(12) 

 

1I3C SDR開発ボードの紹介 

1.1 I3C SDRの関連部品 

開発ボードのダイヤグラムは図 1-1に示す通りです。 

図 1-1開発ボード 

 

① USBダウンロードインターフェース  ② 

GPIO 

③ LDO電源回路  ④ シリアル Flash 

⑤ DC5V電源入力  ⑥リセット 

⑦ スライドスイッチ  ⑧ LVDS 

⑨ SMAクロック入力  ⑩ FPGA 



1I3C SDR開発ボードの紹介 1.2開発ボードの相互接続 

 

IPUG659-1.1J 3(12) 

 

⑪ キースイッチ 

開発ボードはUSBダウンロードインターフェースを提供しています。

ダウンロードの際は、必要に応じてオンチップ SRAM、オンチップ Flash

またはオフチップ Flashにダウンロードできます。 

1.2 開発ボードの相互接続 

本ユーザーガイドでは、2つの開発ボードを例に、I3C通信について

紹介します。1つの開発ボードを master、もう 1つの開発ボードを slave

とし、開発ボードの相互接続を行います（図 1-2と図 1-3）。そのうち、開

発ボード 1の j10_1、j10_2、j10_5、j10_6はそれぞれ開発ボード 2 の j10_1、

j10_2、j10_5、j10_6に対して接続します。I3C通信を行う時、ユーザーは

開発ボードピンを SDA、SDA_PULL、SCL、SCL_PULLとして使用でき

ます（表 1-1）。 

図 1-2 2ボード相互接続の電気回路図 

Board 1

Board 2

SDAFPGA 1
as Master

48

R53
49

52

54
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SDA_PULL

SCL

SCL_PULL

R54

FPGA 2
as Slave

48

R53
49

52

54

SDA

SDA_PULL

SCL

SCL_PULL

R54

SCL
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図 1-3開発ボードの物理的相互接続 

 
 

表 1-1 I3C SDR BUS用の GPIO 

開発ボードピン FPGA IO 抵抗の構成 

J10_1，J10_2 48，49 R53 

J10_5，J10_6 50，51 R52 

J11_13，J11_14 72，75 R46 

J11_17，J11_18 76，78 R45 
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2I3C SDR 通信実験の例 

2.1 ルーチン紹介 

このユーザーガイドでは、I3C SDRの書き込み/読み出し操作を例に

I3C SDR通信を紹介します。I3C SDRシステムの sdata、sdata_pull、scl、

scl_pull をそれぞれ開発ボードの j10_1、j10_2、j10_5、j10_6に配置し、

そして I3C SDRの masterと slave間の通信をボタンで制御します。 スレ

ーブと通信します。ｍasterモジュールでは key1、key2、key3ボタンはそ

れぞれリセット信号、CMS（masterセット信号）、STAS信号を制御し、

slaveモジュールでは key1ボタンはリセット信号を制御します。 

2.2 通信実験 

実験をスピードアップするために、生成済みの bitStreamファイルが

提供され、ｍaster.fsはMasterとしてBoard 1にダウンロードされ、slave.fs

は Slaveとして Board 2にダウンロードされます。 

まずはmasterと slaveのbitファイルを開発ボードにダウンロードし、

その後 slaveをリセットします（つまり slave開発ボードの key1を押しま

す）。次に、masterボードをリセットし、masterボードの key1を押しま

す。その後、CMSをセットし、Masterとして動的構成します（つまりmaster

ボードの key2を押します）。最後に master の STAS信号をセットし、

masterボードの key2を押します。通信が自動的に始まります。オシロス

コープが取得した実験結果は図 2-1に示す通りです。そのうちチャネル 1

は SDA信号、チャネル 2は SCL信号です。 

ポータブル式オシロスコープで完全な波形が観察しやすいよう、実験

用のシステムクロック周波数は 10KHz、SCL 周波数は約 2KHzに調整しま

す。 
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図 2-1 I3C SDRの書き込み/読み出し操作の結果 
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3I3C SDR の応用法紹介 

3.1 IPのインスタンス化、構成、および接続 

本ユーザーガイドで使用する I3C SDRモジュールは、1.8.0版 IDEの

I3C SDR IPモジュールから直接生成され、その後 master、slaveモジュー

ルのテストベンチファイルにおいて I3C SDR モジュールのインスタンス

化、データ通信などの操作を行います。IPを通じて I3C SDRモジュール

を生成する具体的なプロセスは以下のとおりです。 

 IDEソフトウェアを開いて「New  Project」をクリックし、「RTL 

Project」を選択します（図 3-1）。 

図 3-1プロジェクトの新規作成 
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 deviceを選択します。このプロジェクトではGW1N-9ES 

-LQFP144パッケージを選択します（図 3-2）。 

図 3-2 Select Device 

 

 

 プロジェクトの作成完了後、IP Core Generator（ ）のオプショ

ンをクリックし（図 3-3）、I3C IPモジュールを構成し（図 3-4）、ok

をクリックして SDRを生成します。 

図 3-3 IP Core Generator 
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図 3-4 I3C SDRモジュールの構成インターフェース 

 

 

 I3C SDRモジュールの生成後、プロジェクトに top.v（（ テストベ

ンチファイル）、counter.v、deUstb.v、および PLL構成モジュールを追

加します。図 3-5では、slaveを例に I3C SDRの slaveモジュール構成

を紹介します。 
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図 3-5 slaveプロジェクトの説明図 

 

3.2 I3C SDR IPの制御と使用 

3.2.1 プロジェクトの module紹介 

module counter (cnto,clko,over,clki,ce)：分周カウンタ 

module deUstb(out,in,clk)：キージッタ除去モジュール 

module GW_PLL (clkout, clkin)：PLLインスタンスモジュール、IPCore 

Generatorで直接生成します。 



3I3C SDRの応用法紹介 3.2I3C SDR IPの制御と使用 

 

IPUG659-1.1J 11(12) 

 

3.2.2 Masterプロジェクトの Top Module紹介 

トップから 115行は開発ボードのすべての使用可能な IOポートをリ

ストし、ユーザーは実際の必要に応じて input output inoutに変更できます。 

 clk_ext信号は、PCBクリスタルオシレータを制約します。 

 119行のインスタンス化された GW_PLL myPll は PLLで、クロックを

50Mから 10M（midClk）にするために用いられます。 

 127行のインスタンス化された counter 

cnt1(lowOut,lowClk,lowOver,midClk,1'b1)は、10Mのクロックを 10KHz

に分周するために用いられ、これによってポータブル式オシロスコー

プが取得した信号波形を観察しやすくなります。 

 143,139は 2つの counterをインスタンス化し、より低周波数のクロ

ックを生成します。ユーザーはこれを使って面白いことができます。 

 143-191を 1組の localparam定義とし、IPの状態が判断しやすくなり

ます。 

 224行は I3CIP，I3C_REG_top master をインスタンス化しました； 

 250-259行はキーのジッタ除去に用いられる 1セットのジッタ除去モ

ジュールをインスタンス化しました。 

 260-404行は、1セットの変数と 1つの制御ブロックを定義し、I3C IP

とコアコードを制御します。 

 408-440行は、GPIOで 1セットの観測信号をリストします。ユーザ

ーは、ロジカルアナライザで観察できます。これらの信号はまたユー

ザーの実際のプロジェクトで使用可能な信号でもあります。 

270-401行では、コア制御コードを紹介し、278-295はロジックをリ

セットし、297は SIOの中断待ちで、298は現在の状態を判断します。299

では、書き込み操作が S_CM_WAIT_AD状態にあれば、アドレス 8'h30を

送り、読み出し操作が S_CM_WAIT_AD状態にあれば、アドレス 8'h31を

送ります。 

3.2.3 Slaveプロジェクトの Top Module紹介 

多くのコードはMasterと一致しますが、コア制御コードのみが異な

ります。ただし、構造は非常に似ています。原因は、この IPが統一した

設計スタイルを採用しているからで、このため操作において統一性が保た

れています。 

Slaveのコア制御ブロックは 270-352行で、294行は SIOの中断時に

状態を判断します。 
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3.2.4 制約ファイルの紹介 

9-114行は制約開発ボードで提供される GPIO、KEY、LED、CLKで

す。 

以下は、注意を要する行です。 

 IO_PORT "j10_1"  PULL_MODE=NONE; 

 IO_PORT "j10_5"  PULL_MODE=NONE; 

 IO_PORT "j10_2"  PULL_MODE=NONE; 

 IO_PORT "j10_6"  PULL_MODE=NONE; 

IOを SDA、SDA_PULL、SCL、SCL_PULLに用いる場合、PULL_MODE

を NONEに設定します。 

3.2.5 プロジェクトの合成とダウンロード 

I3C SDR master、slaveモジュールの構成完了後、それぞれ Synthesize、

Place&Routeボタンで合成、配置配線、bitstreamファイル生成を行いま

す。その後、master、slaveの bitファイルをそれぞれ対応する開発ボード

にダウンロードします。 
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